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札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

４月５日 道民交通安全の集い

４月６日(火)～４月１５(木)の日程で春の市民総ぐるみ運動が実施され「子

どもと高齢者の交通事故防止」「全ての座席シートベルト・チャイルドシートの正

しい着用」「スピードの出し過ぎ防止」「自転車乗車中の交通事故防止」「飲酒運転

の根絶」を重点に各区で様々な交通安全の取り組みが行われました。地域の皆さん

や多くの関係機関・団体等の交通安全活動もあり、期間中の市内の交通死亡事故の

発生はありませんでした。運動期間後も変わらず事故の防止に努めていただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

 

４月１５日(木)、手稲区民センターにて「手稲区交通安全総決起大会」が開催されました。 

手稲区は平成２２年４月１３日午前０時をもって、交通事故死ゼロ９００日を達成しました。北海道内において

は１０万人以上の都市で交通事故死ゼロ９００日を達成したのは手稲区が初めての快挙であり、これを受け、交

通事故の根絶を目指した住民総ぐるみの取り組みに対し、北海道知事などから感謝状が贈呈されました。 

４月９日 セーフティトラフィック 

あつべつインスプリング 2010 

しかしながら、この記録が達成された６日後に手稲区で車両と自転車による交通死亡事故が発生してしまいました。記録

は途絶えてしまいましたが、手稲区の連合町内会をはじめ交通安全母の会や交通安全指導員、地域住民の皆様による積

極的な交通安全活動への取り組みを札幌市交通安全運動推進委員会としても引き続き全力で支援してまいります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

飲酒を伴う事故は最高速度違反、追越し・通行区分前方不注意、信号無視の割合が多く、飲酒なしの違反

に比べ、最高速度違反は 13.8 倍となっています。また、事故の致死率は約６倍となっています。 

自分の運転を過信していませんか？ 
飲酒運転を起こした多くの運転者が、居酒屋などの飲酒先の駐車場に車を止めておくなど、故意犯的なも

のが多く、かつ飲酒運転の常習者も多くなっています。お酒の強い人の中には「これくらいは大丈夫」「自

分は事故を起こさない」などと思い込んでいる人もいます。少量の飲酒でもハンドルやブレーキ操作などが

遅れるほか、判断力の低下から横断する歩行者との距離や動きを見間違ったりします。安全運転能力は確実

に低下します。 

４月８日飲酒運転根絶キャンペーン 

３月２９日(金)２１時頃 

道路を横断中の男性(68)がワゴン車に

はねられ頭などを強く打ち死亡した。 

３月２９日(金)１９時４２分頃 

横断歩道を横断中の女性(28)が軽ワゴ

ン車にはねられ、死亡した。 

４月２日(金)１時５分頃 

横断歩道上にいた男性(66)がタクシー

にひかれ胸などを強く打ち、死亡した。

事故の被害者にならないために… 
―横断前に、周囲の安全を確認しましょう― 
 青信号になってもすぐに渡るのではなく、必ず周囲の安全を確認して、右左折する車両などがないことを確認してから渡り

ましょう。 

―横断歩道を渡りましょう― 
 道路を横断するときは、横断歩道や歩道橋など安全な場所を渡りましょう。斜め横断は、直角横断に比べ「横断距離が

長くなる」斜めに歩行することで「左右から接近する車を確認できない」といった危険性があります。また、歩行者から車は

見えていても、車の運転者は横断歩道に注意していることから、横断歩道以外の場所を渡ってくる歩行者に対しては注意

が行き届いていない場合があります。 

 


